
ICT 情報共有運用規程 

 

訪問看護ステーション 奏 

 

（目的） 

第 1条 本規程は、ICTを活用した情報共有の適正な運用について定める。 

 

（使用ツール） 

第 2条 当事業所では、以下の ICT ツールを使用する。 

・電子カルテ（カイポケ、モバカルネットなど） 

・チャットツール（MCS、バイタルリンク、ラインワークスなど） 

・オンライン診療システム 等 

 

（共有対象） 

第 3条 共有する情報は以下とする。 

・訪問看護によって知りえた情報（バイタルサイン、服薬状況、生活状況、健康状態、支援状態など） 

・医師指示内容 

 

（セキュリティ） 

第 4条 以下の対策を講じる。 

・ID、パスワード管理 

・端末のロック設定 

・アクセス権限の制限 

 

（個人情報保護） 

第5条 個人情報保護法及び関係法令を遵守し、あらかじめ利用者又はその家族から個人情報の取扱いに

関する同意を文書により取得した上で実施するものとする。 

 

（職員教育） 

第 6条 ICT 及び情報セキュリティに関する項目の研修受講を行う。 

 

この指針は、令和８年４月 1 日より適用する。 


